
高
速
道
路
の
借
金
は
更
に

十
兆
円
膨
ら
む
こ
と
に
！ 

平
成
一
六
年
一
月
、
衆
議
院
本
会
議

代
表
質
問
で
私
か
ら
首
相
に
「
高
速
道
路

は
殆
ど
全
部
作
る
こ
と
に
な
り
、
四
〇
兆

円
の
道
路
公
団
の
借
金
は
拡
大
す
る
の

で
は
な
い
か
？
」
と
聞
く
と
、
「
拡
大
し
な

い
」
と
首
相
は
言
明
。
そ
れ
で
も
引
き
下

が
ら
ず
再
質
問
。
首
相
は
言
明
。 

こ
の
二
月
、
日
本
高
速
道
路
保
有･

債

務
返
済
機
構
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
い

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
二
月
七
日
の
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
が
開
か

れ
、
結
局
、
計
画
路
線
九
三
四
二
㎞
は

殆
ど
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
直
轄
方
式
三
兆
円
は
、
政
府
と
自

治
体
で
建
設
す
る
も
の
。
そ
し
て
民
営
化

会
社
が
建
設
す
る
の
が
表
⑤
の
有
料
道 

                 

路
事
業
の
う
ち
平
成
一
五
年
か
ら
一
七

年
の
三
兆
円
と
平
成
一
八
年
以
降
の
七･

五
兆
円
の
計
一
〇
・五
兆
円
で
あ
る
こ
と
。

そ
こ
で
、
機
構
職
員
に
新
た
な
建
設
費
は

利
息
や
管
理
費
を
の
ぞ
い
て
も
一
〇･

五

兆
円
に
な
る
こ
と
を
聞
く
と
、
「
借
金
は

返
済
で
減
っ
た
分
が
増
え
る
の
で
四
〇

兆
円
以
上
に
は
増
え
な
い
の
だ
」
と
い
う

詭
弁
に
は
、
思
わ
ず
耳
を
疑
い
ま
し
た
。 

 

選
挙
が
終
わ
れ
ば 

負
担
増
！ 

こ
の
一
月
か
ら
定
率
減
税
（
年
間
三
兆

三
千
億
円
の
所
得
税
・
住
民
税
の
減
税

を
六
年
間
実
施
）
が
半
減
さ
れ
、
サ
ラ
リ 

ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
の
給
与
明
細
書
の
所 

得
税
は
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。
六
月
に
は 

住
民
税
が
上
が
り
、
来
年
に
は
定
率
減 

                 

税
全
廃
に
よ
り
さ
ら
に
上
が
り
ま
す
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
は
し
な
い
」
と
い
う

自
民
党
選
挙
公
約
に
反
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
他
の
負
担
増
は
表
⑥
を
ご
覧
下
さ

い
。
例
え
ば
、
高
齢
者
医
療
費
は
高
額
所

得
者
の
医
療
費
が
、
こ
の
秋
か
ら
二
割
か

ら
三
割
に
引
き
上
が
り
ま
す
。
高
齢
者

の
医
療
費
も
再
来
年
か
ら
一
割
が
二
割

に
引
き
上
が
り
ま
す
。 

                    
ま
た
、
自
民
党
税
制
調
査
会
は
例
年

一
二
月
に
開
催
す
る
総
会
を
前
倒
し
で
、

三
月
三
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
自
民
党

税
調
会
長
も
「
消
費
税
が
ど
の
み
ち
議
論

の
中
心
」
と
述
べ
、
三
年
前
に
「
消
費
税
の

将
来
二
桁
化
」
を
提
言
し
た
政
府
税
調

も
す
で
に
審
議
入
り
し
て
い
ま
す
。 

民
主
党
は
「
行
革
な
く
し
て
増
税
な

し
」
を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
行
革

国
会
」
に
臨
み
ま
す
。
そ
の
議
論
を
通
じ

「
行
革
は
進
ん
だ
の
か
」
「
独
法
の
よ
う
に

国
庫
に
返
さ
れ
る
べ
き
資
産
が
遊
ん
で

い
な
い
か
」
な
ど
を
指
摘
検
証
し
て
ゆ
き

ま
す
。 

私
は
衆
議
院
議
員
初
当
選
以
来
、
小

泉
内
閣
に
対
し
て
「
国
民
に
痛
み
を
と
い

う
国
民
と
は
、
族
議
員
や
縦
割
り
官
庁

や
業
界
団
体
・
特
殊
法
人
で
あ
っ
て
、
一

人
一
人
の
国
民
に
安
易
に
負
担
を
求
め

て
は
い
け
な
い
」
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

九
月
に
交
代
す
る
小
泉
内
閣
が
今
ち
ょ

う
ど
五
年
、
そ
の
総
括
を
す
る
べ
く
後
半

国
会
に
臨
み
ま
す
。 

   

衆議院議員 

たけまさ公一 
Takemasa―Koichiプロフィール 
▼ 昭和３６年生まれ。さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高、慶応

義塾大学法学部政治学科卒。松下政経塾（５年間）卒塾。▼平成７年、埼

玉県議会議員初当選。平成１１年、埼玉県議会議員２期目当選。▼平成１

２年「国政・新時代！」を掲げ、衆議院議員選挙に初当選。平成１５年、１７

年連続３期当選（小選挙区）。▼衆議院では、外務委員会筆頭理事、民主

党では選挙対策委員長代理、次の内閣（＝ＮＣ）外務総括副担当、埼玉県

連幹事長。 

 

　表⑤『コスト削減と事業費のイメージ』

１６

・インターチェンジやジャンクション
の
　コンパクト化
・施工形態の見直し（例．６車線区
間
  の４車線施工への変更)
・TBM等の新技術の活用による
　施工方法の見直し　等

・第１回国幹会議にて反映
（H15.12.25）

コスト削減：４兆円

【具体的な削減メニュー】

<有料道路事業
>

☆H15～H17
執行額：３兆円

コスト削減：2.5兆円

・H15.12.22政府・与党申し合
　わせにて決定
・第２回国幹会議にて反映
（H18.2.7）

☆7.5兆円

【具体的な削減メニュー】
・設計速度の見直し等による道路構
  造、規格の見直し
・ＥＴＣ普及に伴う本線料金所の拡
  張計画の廃止
・堀割構造など特殊構造物区間
　の構造見直し　等

（H18以降残事業費）
対象：1,153km

２０兆円（H

 

表⑥2006～家計の負担増 

2006/01 所得税の定率減税半減→最大25万円の減税幅が半減 

     04 障害者の福祉サービス利用の自己負担増 

     06 住民税の定率減税を半減→最大4万円の減税幅が半減 

     07 たばこ税の引き上げ→一本あたり約1円の値上げ 

     09 厚生年金保険料率の引き上げ→17年度の18.3％まで毎年アップ 

     10 70歳以上の高額所得者の医療費負担増→2割から3割へ 

        70歳以上の長期入院者の食住費負担増 

      高額医療費の自己負担引き上げ→定額部分72,300円が 

80,100円にアップ（70歳未満、一般的所得の場合） 

2007/01 所得税の定率減税の全廃→現在に比べ最大25万円の負担増 

     06 住民税の定率減税を全廃→現在に比べ最大4万円の負担増 

2008    70～74 歳の患者負担増→中低所得者窓口負担1割から2割へ 


